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ISAとは・・・

【ISAの種類】
助言型：規制速度の超過を情報提供し、ドライ

バーの意志による速度抑制行動を促す。
強制型：規制速度を超過させぬよう車両側で速度

を制御。
自発型：基本は強制型だがドライバーの意志でシ

ステム解除可能。

ISA(Intelligent Speed Adaptation)
走行中の道路の最高速度規制に基づき、速

度超過をドライバーに警告したり、規制速度
を超えないように車両側で速度を制御する車
載型運転支援システム。



研究の背景と目的
■生活道路でのクルマの速度を下げさせる！
ゾーン30を実効性のあるものにせねば！
物理デバイスは効果あるが地域合意が課題
 スマホの助言型ISAによる行動変容を検証

■一定期間利用による効果とインセンティブ
室内DS実験や一時実験では効果検証済み
 5ヶ月間のフィールド実験で検証

■高齢者への効果とシステム受容性
交通安全対策の課題である高齢者への対応
 助言型ISAの効果と機器の受容性検証



 

ゾーン 30 

約 10km 

約 7km 

助言型ISAアプリの開発

• スマートフォンで規制
速度超過を情報提供し、
ドライバーの自発的な
速度遵守行動を促す。

走行速度
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走行中区間の
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情報
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情報提供範囲



助言型ISA実験の概要

• 5ヶ月間を3Phaseに分割し、データ収集。
• 各フェーズ間に説明会開催し、アンケート調査等実施。
• 第1期20名（H26年7月～），第2期28名（H27年2月～）の被
験者により実験実施。

目的・内容 実施調査

Phase1
（約2ヶ月間）

通常走行挙動データ収
集

情報提供機能OFF状態でISAア
プリを稼動させ、通常走行時の
走行データを収集

Phase2
（約2ヶ月間）

助言型ISA稼働時の走
行挙動データ収集

インセンティブ付与に
係るルールの差違の影
響把握

情報提供機能ON状態でISAアプ
リを稼動させ、通常走行時の走
行データを収集

ルール適用期間は60日間

Phase3
（約1ヶ月間）

助言型ISA体験後の走
行挙動データ収集

情報提供機能OFF状態でISAア
プリを稼動（Phase1と同じ）
させ、走行データを収集



Phase2で適用した
インセンティブプログラム

• アプリで収集する走行ログや意識調査から、インセン
ティブ・ルールの効果を検証。

Phase2における報酬に関するルール

ISAのみ
ルールは設定せずアプリによる情報
提供下で走行。
謝金はベース金額のみ。

インセンティ
ブ・ルールあ
り

生活道路（30km/h 規制道路）での
速度遵守距離の割合により、謝金を
増減。



ISA実証実験の結果

• インセンティブの効果は顕著に現れている。
• インセンティブの無い幹線・補助幹線でも効果を確認。
• 高齢者はインセンティブ無しでも遵守率が高い傾向。
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Phase1 Phase2 Phase3 Phase1 Phase2 Phase3

被験者毎に算出した遵守率のグループ内平均値

高齢者（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ無） 非高齢者（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ無）

高齢者（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ有） 非高齢者（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ有）

30キロ規制道路 40～60キロ規制道路

※40～60キロ規制道路は、

インセンティブルール適用外

※61歳の被験者（1名）は、高齢者に含めて集計。

その結果、非高齢者は全員20～50代。



被験者の意識変化

• 高齢者の方が「常に最高速度以下で走行しようと思う
ようになった」という被験者の割合が高い傾向。
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40～50km/h規制 （高 齢 n=22）

40～50km/h規制 （非高齢 n=26）

30km/h規制 （高 齢 n=22）

30km/h規制 （非高齢 n=26）

狭幅員道路 （高 齢 n=22）

狭幅員道路 （非高齢 n=26）

実験終了時の走行速度に対する意識変化

実験参加前と変わらない（参加前から最高速度以下で走行しようと思っている）

常に最高速度以下で走行しようと思う様になった

最高速度以下ではないが実験参加前より低い速度で走行しようと思う様になった

実験参加前と変わらない（参加前から速度はあまり意識していない）



被験者への成績レポート例



実験から1年以上経過後の意識

• 規制速度の高い道路において、高齢者は「最高速度以下
での走行を心がけている」割合に差が見うけられる。
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実験終了から１年以上経過後の走行速度に対する意識

常に規制速度以下で走行することを心がけている

なるべく規制速度以下で走行することを心がけている

規制速度はあまり意識せずに走行している



助言型ISA実証実験のまとめ
■ISAにより規制速度遵守が促される
・ほとんどの被験者が超過率低下。平均２割程度。
■インセンティブの設定で効果は顕著に
・ルール設定群は有意に超過率低下。
・ルール適用外の路線でも効果がみられた。
■高齢者への効果は高い
・インセンティブ無しでも非高齢者より効果あり。
・非高齢者よりも事後の効果が継続。
・規制速度の高い路線（幹線・補助幹線）において
も、意識変容を促した。
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